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　 本研究 は，顎 関節 症 の 自覚症状 を有 しな い 患 者 で 顎 関

節 症 の 発症 因 子 の 1つ と して あ げ ら れ て い る 下 顎頭 の 後

方偏位が，どの 時 期か ら発 現 し，そ れ が ど の よ う な 不正

咬合や 顎 態 に み られ る の か に つ い て 調 査 を した もの で あ

る．対象者 は，不 正 咬 合 を主 訴 と し て 来 院 した小 児 患者

（6 〜13歳）で ，正 中 線 の 偏 位 が 少 な く，選 別 され た 201

名 で あ る．

　 そ して，こ れ らの 症 例 を Hellman の 咬 合発育段階 に

従 っ て 3期 に 分 け，また各時期 に お け る下顎 頭 の 後方位

群 と前方位群 に 分 類 し，そ の 顎 態的特徴 を調査 した．さ

ら に 不 正 咬 合の タ イ プ 別に ，1級 タ イ プ群，II級 タ イ プ

群，III級 タイ プ群の 3 群 に 分類 し，それ ぞれ の 時期 に お

け る下顎頭 の 前後 的位 置 （AP 　index） と顎 態 的特徴 を調

べ た．

　 結 果 ：

　 1 ．ド顎 頭 の 後 方 位群 は 前方位群 と比較 して，ど の 咬

合発 育段階に お い て も下顎 骨 骨体長 は 小 さ く，［IIC ・IV
A 期 に は下顎 骨 は 後方位 を示 し，下 顎 下縁平 面 角 は 大 き

か っ た ．

　 2 ，II級 タ イ プ群 の 中で 下顎 頭 の 後方 位 を示 す 症 例は

Hellman 　lllA，　 Iil　B ，　 IIIC・正VA 期に は そ れ ぞ れ 50％，
54％，62％ に み られ ，低 年齢 か ら発現 して お り，過 蓋咬

合 を伴 う者 に 多 か っ た ．な お ，1級 タ イ プ 群に お い て は，
8 ％，20％，30％ に ，II【級 タ イ ブ群で は 0 ％，0 ％，5 ％

で あ っ た ．

　3 ．II級 タ イプ群 内で は，　 IIIC・豆VA 期 に は 後方位群

は 前 方位群 と比較 して 有意 に，下顎 角 が 大 き く， L顎骨

の 前 後径 は 小 さ か っ た．さ らに ，

一
ド顎 頭 の 後 方偏位 量 が

大 き い ほ ど顔面高が 大 き く，また ド顎前歯 の 刮 則傾 斜 傾

向 が 窺わ れ た ，

　　　　　　 ⊂日矯歯誌　53（6）：621 〜631 ，ユ994 ）

Condyte 　antero −posterior 　position　and

　　　its　skeletal 　type　in　children

　 The　present 　study 　was 　conducted 　to　flnd　when 　and

in　what 　type 　of　rrlalocclusion 　and 　skeletorl 　the　condvle

backward 　displacenユent 　occur 　fDr　juvenile　paticllts
who 　have　experienced 　Ilo　TMD ．

　 r＞laterials：

　 0rthodonitic　patients　201　patients　（froln　6　to　13

yea 「s　old ）．

　 All　the　materials 　were 　divided　intQ　3　groups　by

He11rnan’s 　developmental　 stages ．　 Antero−posterior
position　of 　c〔｝ndyle 　and 　skeletal 　 characteristics 　were

investigated．　Then ，3types　of 　malocclusjon ．　C旦ass 　I，
Class　 II　 and 　Class 田 types，　 were 　classified　 withln

each 　stage ，　and 　the　same 　investlgation　were 　conduct ・

ed ．

　 Results：

　 1．Backward 　displaced　group 　was 　shorter 　than　for・
ward 　displaced　group　at　each 　developmenta】stage 　in

mandibular 　body　length，　 and 　also　 showed 　backward
located 　mandible 　and 　large　mandibular 　p］ane 　angle 　at

stage 　III　C　 and 　IVA ．

　2．Backward 　 displaced　 cases 　 in　 Class　II　 type

showed 　50％ at 　stage 　IIIA，54％ at 　stage 　IIIB，　and 　62％
ut　stages 　IIIC／IVA ，で｝lost　of　this　group 　showed 　deep
blte．　Those　irl　Class　 I　 type 　showed 　8％ at 　stage 　IIIA，
2D％ at　stage 　IIIB，30％ at 　stuges 　IJICAVA ．　Those 　in

Class 圧II　type 　showed 　O％ at　stages 　IIIA／1亅IB，　and 　5％
at　stage 　IIIC！IVA ．

　3．Backward 　displaced　gr〔〕up 　within 　Class　II　type 　at

stages 　IIIC　 and 　IVA 　 showed 　 large　gonial 　 angle 　 and

short 　maxiUary 　length　significantIy ．　Mereover ，　this
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grエ，up 　shoM 　ed 　long　facial　height　and 　lingual　tipPing　of

the　lON、・er 　inciSSors．

緒 言

　顎 関節症 に は 種々 の 要因が あ り，咬合性顎関節症 の

発症因 子に は下 顎 骨 の 偏位 と咬合干渉，下顎 の 運 動制

限 な どが あ げ ら れ て い る
同 η．そ れ らの 発 症因 子 の 中

で も，下顎頭 の 後方偏位が 最 も大 き な発症因子 と考 え

られ 研究 の 対象 と な り多 くの 報告が み られ る
1−7）

．

　しか し，そ の ほ とん ど は顎関節症 が 発症 して い る思

春期以後 の も の で ，小 児 を対象 と した 研究は 少 な い ．

小 児で は下 顎 頭 の 後方偏位 が み られ て も，顎関節 は 未

熟 で あ り．叮動性 に 富 む
IS ）

た め 顎 関節 の 症状 を発 現 す

る もの は まれ で あ る
19 〕．

　実際 の 臨床に お い て も，Hellman 　mA の 初期 に 顎関

節 症 を 主 訴 と し て 来院 す る こ と は き わ め て 稀 で あ

る
2り｛2a 、

．しか し，来院が まれ で あ る と い う こ とが IIIA

期 の 小児 に 顎関節 症 が な い と い う こ と で は な く，顎 関

節雑音程度 の 症候を小児 自身 が 病的 な もの と して 自覚

して い な い た め で あ ろ う．

　 顎関節 に 関連す る 自覚症状が な くて も．検査 時 に 咀

嚼筋，頚 ・肩部 の 圧痛 を覚 え る小児患者 も少 な くな い

とい う事実が あ る．それ らの 筋 の 圧痛は下 顎骨の 機能

的偏位 に 起閃す る もの に 多 く
2°｝

， そ れ ら を放置す る こ

とは，後 に 顎関節 症 を発症 さ せ る要因 と もな り う る も

の で あ る ，

　 研究日的 ：顎関節症 を発症 し て い な い 小 児患者 に お

い て ド顎 頭 の 後方偏位 が，い つ 頃 か ら発現 し，そ の 頻

度 は ど の く ら い あ る か ，ま た 咬合状態 や 顎態 と ど の よ

うな 関連 が あ る か ら明 ら か に す る こ と に あ る．

研 究 資 料

　資料 は 愛知 学院大学歯学部付属病 院 矯 正 歯科 と 愛知

県内 の 矯正 歯科医院 に 不正 咬含 を 主 訴 と して 来院 した

患者で下記 の 条件 に 合 う症例 ，
201 名 の 初診時 の 口 腔

模型，顎関節側方位 X 線規格写真 と側 貌 セ フ ァ ロ グ ラ

ム を 用 い た ．

1．症例 の 選定条件

　 1 ．Dental　age と年齢

　Dental　 age 　IIIA〜IVA 期内で 年齢が 6〜13歳 ま で

の もの ．

　 2．資料 の 選別

　顔面 正 中 に 対 して 上 顎歯列 の 正 中線 の 偏位 が 明 らか

で あ る 場合 や前歯部 の 叢生 の 著 し い もの ，臼歯部 の 叢

生が あ る も の ，さ ら に 歯 の 先 天 的欠如，顎関節側方位

X 線規格写真 上 で 顎関節 の 形態 に 著 し い 左 右差 が み ら

れ る もの ，す で に 顎関節症 が 発症 して お り，そ の 自覚

（J，Jpn．　Orthod．　Soc．53 （6）：621 〜631
，
1994 ）

症状 を有 す る もの な どは 資料 か ら除外 し た．

　 3 ，正 中線 の 偏位量

　資料の う ち下顎 の 側方偏位 量 の 大 き い もの は 下顎頭

の 前後的位置 に も変 化 を及 ぼ す た め ，上 顎歯列 正 中線

に 対 して 下顎歯列正 中線の 偏位 は 1．5mm ま で と し

た．そ の 偏位 の 判定基準 と し て 上 ・下 顎 前歯 と も両中

切歯切 縁間の 中点 を用 い た が ，叢生 が み ら れ る 場 合 に

は両中切歯歯頚部 の 最下点問の 中点 と し た，

II．顎関節側方位 X 線規格撮影装置 および撮影条件

123

4 ．

「
」

ハ
0

卩
−

撮影装置 ：朝 H レ ン トゲ ン 仕製 TX −90

フ ィ ル ム
ー

焦点問距離 ：570mm

中心 線 の 通過位 置 ：イ ヤ
ー

ロ ッ ドの 先端 か ら

101nm 内側

入 射角 ： 水平面 に お い て前頭 面 に 対 し後外方 か

ら 6 度，FH 平面 に 対 して 外上方か ら 25 度

管電圧 ：75kV ，管電流 ：20mA

隹 占 ： 0．8xO ．8Cm

撮影 時 問 ：0．32〜0．4 秒

研 究 方 法

1．下顎窩内 に おける 下顎頭 の 前後的位置 の 客観的評

　 価法

　小児 の 下顎窩 は成 人 と比較 し て 浅 く，下 顎 頭 も小 さ

く，特 に 若年者の 機能性下顎前 突 を呈 す る もの の 中 に

は下顎窩の な か で 著 しく前方位 を と っ て い る も の が 多

い ．し た が っ て ，従来報告 さ れ て きた 下顎窩内 に お け

る 下顎頭位 の 評価方法
4’2 ‘｛U°）が ，こ の よ う な若 年者 に

お い て も応 用 が 可能 で あ る か 否か の 検討を行 っ た ．

　 1．従来 の 評価法

　従来 の 評価法 は基 準線の 設定法 に よ っ て 2種 に 大別

で き る．

　 1 つ は 関節結節 の 最下点 と外耳孔 や 鼓室鱗裂 な ど を

通 る平面 を基準線
24’z5 ）

と し，他の 1 つ は FH ’1湎 と平

行 で
’
ド顎窩 の 最 深部を 通 る 線 を基準線

4’Z6 −30）
と し た も

の で あ る．

　前 者 の 方法 は ，若年者 の 場合，外耳孔 の 大 き さや 形

態が 不定 で あ っ た り，また 鼓室鱗裂 が 不鮮明 で あ っ た

り し て 読影 で き な い もの が 多 く基 準線 の 設定 に 明確 さ

に 欠 け る た め応用 で き な か っ た ．

　後者で は 基準線 の 設 定 は 可 能 で あ る が ，図 1 に 示 す

よ うに 下顎頭 の 前 方 偏位 が 強 い 場合 に ，下顎 窩 の 最深

部 か ら 引 い た 垂 線上 か ら下顎頭 が 外 れ て し まい ，下顎

頭 に 設 け る 基準点 が 設定 で き な い も の が 生 じ た （図

1＞．

　 2 ．新 し い 評価法 の 考察

　下顎窩 が 浅 く，
一
ド顎頭 も小 さ い 小 児 で あ っ て も　ま

N 工工
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FII　plane

F ］｛

図 1　従 来 の 評 価法 （下 顎窩の 最 深 部 を通 る線

　　　を基準）

　小 児 に お い て は 下 顎 頭 内 を 通 る 基準 線

（FH
’
）上 に 基 準 点 C が 求め ら れ な い こ と が あ

る．

、D

FH 　plane

FH

図 2　今回用 い た評 価 法 （下顎 頭 頂 部を通 る線

　　　を基準）

　す べ ての 小 児に お い て 下顎頭内に 基準点 C を

求め る こ と が で きた．

た 下 顎 頭 が 著 し く前 方位 を と る よ う な 場合 に お い て

も，評価が 可能で あ る よ うに ，以下 の 基準点 と基 準平

面 を設定 し，新 し い 評価方法 を考案 した．

　 1 ） M 準点 基準平面 の 設定 と下顎頭
・
下顎窩間距

離 の数量 化 （図 2）

　 FH 平面 に最も近 い 下顎窩辺縁上 の 1 点を下顎窩最

深点 （D ） と し，ま た 同様 に 下顎鎖外周上 の 1 点 を
一
ド

顎 頭頭頂点 （T ）と した．さ ら に 関節結節最下点 （E ）

を通 り FH 平画 に 平行 な線 を FII「と し，　 T 点 か ら

FI「 へ の 垂線 の 交点を C と し た．そ の C 点 を起 点 と

し．こ の 垂 線を中心 に 前後 に 15L，3〔｝
’
，45

’
，60

．’
の 方向

に 放射状に 線 を 引 き，そ こ か ら得 られ た
．
ド顎頭 と下顎

窩 の 表面間距離を al〜a．、，　 p 、
〜p．t と した．

　 2 ）評 価 方 法

　下顎窩 に 対 す る 下 顎 頭 の 前後的位置関係 を以 下 の 方
法 で Antero −Posterior　index（AP 　index）と して 評価

す る こ と と した．

　AP 　index＝（a1十 a2 十 a3 一旦立
　　　　　　 （P1十 P2十 P3十 P4）

　AP 　index が ユ よ り も大 き い もの は 下顎窩内で 下顎

頭 が 後方位で あ る と規定 した．

　 さ らに こ の indexの 左右側 の 平均 を求 め，　 indexが

1 よ りも大 きい もの を後方位群 （P 群）， 1 よ り も小 さ

い も の を前方位群 （A 群） と分類 した ．
II．資料の 分類

　全資料 を Hellman の 咬合発育段階別 に 111A，　 Iil　B ，
IIIC・IVA の 3 群 に 分 け．さ ら に 各期内の 症例 を 上 下

第
一一

大 臼歯の 近 遠心的咬合状態 に よ っ て ア ン グル 分類

と同様 に ， 1級タ イ プ群，II級 タ イ プ 群，　 III級 タ イ プ

群 の 3群 に 分類 した （図 3， 4 ＞．本来 は，IIIA，　 III　B
期 に は Terminal 　plane を 用 い るべ きで あ る が，　IIIC・

IVA 期 に は使用 で き な い の で 統
一・を取 るた め に ア ン グ

ル の 分 類 を 基 準 と した，

　 こ れ に よ っ て 各群 の AP 　index が 不正 咬合 の タ イ プ

と，どの よ う な 関連 が ある か を検討 す る こ と と し た ．

　 3 群 の 分 類 基 準 は 口 腔模型 を用 い て 次 の 通 り と し

た．

　 1級 タ イ プ 群……上
．
ド第

一・
大 臼歯 の 近遠心的咬A 状

態 が ア ン グ ル 1級 で overjet が 5mm 未満 の もの ．

　 II級 タ イ プ 群
……

ヒ
．
ド第

一
大 臼歯 の 近遠心 的咬合状

態 が ア ン グル II級 で overjet が 5mm 以 上 の もの．

　 III級タイプ 群……上 下第
一

大 臼 歯 の 近遠心的咬合状

態が ア ン グル III級 で 前歯 部 が 反 対 被 蓋 を呈 す る もの ．

　 た だ し，II級 タ イ プ群 は す べ て，上 顎 前 突 を主 訴 と

し た もの で あ り，小 児 で は 成人 と 比較 し て 〔｝verje 亡 量

が 少 な い た め に 5mln 以 Eの もの と定義 し た ．今 回 の

資料 に は，ア ン グル II級 2類 と同様 に 上 顎 の 舌側傾斜

を もっ も の は み られ な か っ た ．
III．分析方法

　側貌 セ フ ァ ロ グ ラ ム に よ る 多 くの 測定項 日 の な か

で ，IIIA，　 IIIB，　 IIIC，
　 IVA の い ずれ か の 期内 で A 群

と P群 間の 差 の 検定 に よ っ て有意差が み られ た か，ま

た は AP 　index と計測項 日 との 相関が み られ た ll項
凵の 角度計測 と 5項 目の 距離計測 お よび 3項 目の 構成

比率 を求 め た ．な お，各群間 の 平 均値 の 差 の 検定 に は

T 検定 を，各群 の 分散比 の 検定 に は F検定，柑関 に は

t検査 を用 い た．

結 果

1．咬合発育段階別 の 下顎頭 の 前後 的位 置 の 評価

　　 （AP 　index） と顎 態 との 関連

　表 1 は，Hellman の 咬 合 発 育 段 階 別 に お け る 資料数

と平 均 年齢 ・年齢範囲 で あ る ．

　 1．咬合 発 育段階別 の A 群 と P 群 の AP 　index に つ

い て （表 2 ）

　各咬合発育段階内に お い て A 群 と P 群問 に は 当然 の

こ と な が ら AP 　index に有意差 は み ら れ た が ， 群内の

そ の 咬合発育段 階の 問 に は （IIIA と III　B 間，　 III　B とIII
C ・正VA 間〉 に は有意差 は み られ な か っ た．

　 2 ．角度的計測値 に つ い て 俵 2）

　上 ・下 顎 骨 の 前後的位置関係を示 す ANB は 各咬合

発育段階内の群間に 有意差 が み られた ．Convexity，　A
．Bplane に お い て は P群 は A 群 と比較 し て ど の 発育
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図 3 咬合発 育段階お よび不正 咬合の タイ プ に お け る ロ 腔 内写 真
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表 1 咬合 発 育段 階別の 資料数 と平 均 年 齢

＝ ニ コニコ IA IIIB IIIC。IVA

例　　数 ・・ 嚇 61 （翻 77

平 均値土 SD

（年齢範囲 ）

8y2m ± 8m

（6y8− 8ylO）

9yUm ± 10m

（8y5 −llyO）

11yl

（10｝

女 　・t6
（男 31

11yl2rn一ヒ11ni

（IOy8一ユ3y9）

表 2P 群 と A 群 の セ フ ァ ロ グ ラ ム の 比較

IliA期 IIIB期 IIIC・IVA 期

P 群 （Nr12 ）　 A 群（N − 5DP 群 （N ＝17） A 群 （N ＝44） P 群 （N ＝ 27） A 群 （N ＝50）

AP 　index 1，29（0．27）
＊＊

O．73（〔LI9 ） L33 （0．24）＊ 串 0．76（0，12）
一
1．38（〔〕．27）

‡＊
　　　　　　　　　　一
〇．76（0，14）

ANB 　C ） 5，9（2．8）
畔

3．3（2，5） 5．9（1．7）
＊＊

2 ．8（2．8） 5．3（2．1）
串＊

1．8 （3．5）
Faclal　 C ） 84．2〔3，1）

＊串
86 ．3（2．8） 85、4（1．9） 86．7（2．7） 85，6（2．8）

＊串 88．5（4．0）
SNP ぐ ） 75．5（42 ） 77．2（3．7） 77．3（3．4） 77 ．1（3．5） 76．3（2．9）

＊＊
79 ．3（3．4）

SNB 　 C ） 76．2（3．8） 77、9（3．7） 77．7（3．6） 77．7（3．5） 76．8（2．8）
串 ＊ 79．5（3．6）

Convexity　C ） 166．6（6，6）
榊 172．L〔6 ．0）一

】67．2（4，0）
＊敵 173．6（6．5） 168．1（5．1）

＊ ＊ 176．5（7．6）
A ．Bplalle　 C ） 一7．7（4．1）

卓 一3．7（3．4） 一8，0（2．8）
林 一3．8（4 ，1） 一7，2（3．D ＊ ＊ 一2．6（5 ，6）

Mand ．　 C ） 30 ．6（5．3） 28．2（3，8＞ 27．8（5，4） 27．9（4．0） 28 ．7（5．2）
緋 25．8（4．3）

Y ．axis 　C ） 63．1（3．3）＊ 寧 6〔L8 （3．0）「 62．5（2．2） 61．3（2，7） 62 ．7（3．2）＊ 牢 6D，4（3．8＞
Raums　p。sitbrl　C ） 73．4（3．0）

鵬＊ 76．6（3．7） 74．3（3．6） 75．5（3．1） 74．6（3．6）＊ 76．6（4．1）
Facial　axis 　C ） 84，4（3．4） 86．4（3．7） 84 ，2 （2．3） 85．6（3．4） 83．8 （4，0）

＊＊
87．4（3．7）

Faclal　dcpth　C ） 84．6（3．工〉
＊

87．0（2．7） 86．0（1．9） 87．2（2．6） 86，2（2，8）黙 89．0（4．1）
Corpus［e卿 h （mm ） 61．2（3．9） 61．1（3．0） 62．O（3．5） 63．6（3，7） 64．3（3．5）

＊＊
56 ．9 （4 ，2）

N −S （mm ） 65．8（2，3＞ 64．6（2．6） 65．2（2．5） 66．1（3．0） 67．2（2．1） 66．8（2．6）
A ’−ptrn

’
〔mln ） 46．0（2，2） 44 ，4（2．5） 46．9（2，6） 45．5（2．4） 47．8（1．9） 47 ，匸（3』 ）

Po9 ’Go （mm ） 67．4（3，9） 68、2（3．7） 70．2（3，9） 刀．4（3．4） 72、4（3．7）
靺 75．4 （4．1）

Ii−Mo （mm ） 34．0（2．2） 33．9 （2 ．4） 34．7（2．7） 33．6（2 ．3） 32，6（2，7） 32．4（2，3）
NS ／Po9 」 Go   ，98（D．07轡 O．94（0．04）　　　　　0．98（O．｛〕4） 0．92（（LO5） 0．98（0．05）＊ ＊ D，88（0，05）
A ’−ptm

〆
！Po9 −Go0 ．68ω．05）

＊
　
｛1．65（0，04） 0．67ω．03）畔 0，64（0．04） 0．66（D．〔ゆ

串 木 0．63（O．05）
Ii−Mo1P 〔〕9

厂一Go0 ・51ω塑 一
0．50（O．04） 〔〕．50（0．04）＊ O．47（0．04） 0，45 ω．04）本 0，43（0．04）

significallce
＊

： P く 0，05　
絆’

P く 0．el　（　）＝S．　D ．

段階 に お い て も有意 に小 さ な値 を示 し，SNP ，　SNB に

お い て は III　C ・IVA 期 に の み P 群は 有意差 を も っ て 小

さ な値 を 示 した．

　また，facial　 angle で も P 群 は A 群 の 値 よ り小 さ い

傾向に あ り （111A期 とIII　C ・IVA 期 に 有意差 あ り），逆

に Y −axis は P 群 の 値 が 大 き い 傾向 を もち （IIIB期 に

は 有意差な し），mandibular 　plane　angle はIII　C ・IV
A 期 で の み 有意 に 大 き く，ramus 　positiol1はII］A 期 と

IIIC ・IVA期 で 有意 に 小 さ か っ た ．

　以 上 の こ と よ D，P 群 の 顎 態 は A 群 と比較 して 下顎

は 遠心位 に あ り，しか も後下方 へ 回転して い る傾向が

あ っ た．

　 3 ．距離的計測 値 お よ び そ の 構成比 率 に つ い て （表

2 ）

　下 顎 骨体 の 前後径 Pog’Go は IIIA， III　B 期 で は P 群

と A 群間に有意 の 差 が み られな か っ た が．IIIC・IVA
期 で は corpus 　lengthと と も に 有意の 差 をも っ て P 群

が小 さ な値 を示 した ．

　また ，そ の 構成比率 に お い て A ’
ptm7Pog

’−Go は

各咬合発育段階 に お い て P群 が 有意差 をも っ て 大 き な

値 を 示 した．

　以、ヒの こ とか ら，P 群 は ど の 咬合発育段階に お い て

も A 群 と比 較 し て ，上 顎部 に対 して 下顎骨体が 相対的

に 小 さい こ とが 明 らか で あ る．
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表 3　咬合発育 段 階別 に お け る不正 咬合の タ イプ別 ・例数 と平均年齢

IIIA　 　 　　 　 　 IIIB IIIC ・IVA 計
．

　1級 タ イプ 群

例　　数 ・・ （舅
1

： ・。 （黄
11

・・ （畜
2171

麗
平均値 ± SD

（｛卜齢範囲 ）

　　．

8y3m ＋ 7m

（6y8− 9y6）

9vl！m ± Hmr

（8y5 −11yO）

llv10m ± 10m　「
（IOy11− 13y9＞

一

II級 タイ プ 群

例 　 　数 ・・ （翻 ・4 （董
’1 ・9 （興 ・・ （瓠1

平均値 ＝ SD
（年齢 範 囲）

8v：3m ± 7m，
（7yO− 9y5）

10y3m ＝ 7m

（8yl1− 10yll ）

llygm ± 8m

（工Oy8− 13y8）

例 　 　数
ド （董1117 （窮 ・・ （寛

11
・・ （童1：

田 級 タ イ プ群
　　　　　　　 平 均 値 ± SD　　7vllm ±9m

　 　 　 　 　 　 　 （年 齢 範 囲）　 　 （6y9− 8y10）
一

9ygm ± 8m 　　　I2v3m ＝ ユ3m

（8y8− 10yll）　　　（10y7一工3y9）

表 4 咬合発育段階に お け る不正 咬合 タイ プ別 の

　 　 　AP 　index
一

平
IIIA期 【IIB期 IIIC・IVA 期

　　　　　一

タ イプ 群 〔1．72 D．82
　

−
※

0，83
　 　 ※

一

タ イ プ 群
丁

一一一
※

　 　 D．92 O．98 ※

　 　 ※

1．04
　 　 ※

タ イ プ 群

　 　 ※

〔〕．68 0、65 0．68

表 5 級 タイ プ群 発 育段 階 別 に お け る 不正 咬合の タ イ

　　　プ別 の 後方偏位の 頻 度 と関 節雑音 の 発 症 頻 度

　　　 （片側 の 後方偏位も含む 〉

各 期 の 各群の ※ は 5 ％水 準 で の 有意 差 の あ る こ と

を示 して い る．不 正 咬合 の タ イ プ別 で は 3 時期 間

に は い ずれ も有 意 差 は認 め られ な か っ た ．　 　 　 、

　さ らに P 群 の N −S 〆Pog
’−Go は IIIA期，　 III　C ・IVA

期 に お い て 有意 に 大 き く，Ii−Mo ！Pog
’−Go もIIIB期，

lllC ・IVA 期 に お い て 有意 に 大 きな 値 を示 した こ と よ

り，下顎骨体 は 前頭蓋底 お よ び下顎歯列弓長径 に 対 し

て も相対的 に 小 さ い こ とが わ か っ た．

II，各咬合発育段階に おけ る 不正咬合 の タ イプ別 の

　　 AP 　index と顎態 との 関連お よび関節雑音 の 発症

　　 者数

　表 3 は ，IIIA，　 mB ，　 IIIC・IVA の 各期内 の 不 正 咬

合 の タ イ プ別症例数 と平均年齢 で あ る．

　 1 ．各 咬 合 発 育段階 に お け る 不 正咬合 の タイ プ別 の

ド顎 頭 の 前後的位置 （AP 　index に よ る 評価）（表 4）

　咬合発育段階内 に お い て 1 級 タ イ プ 群 と II級タ イ プ

群，II級 タ イ プ 群 とIII級 タ イ プ群 の 間に 5％水準 で の

有意差が あ り，III　B 期 の み で 1級 タ イ プ群 と III級 タ イ

プ群 の 問 に も同水 準 で の 有意差 が 認 め られ た．しか し，

1級 タ イ tfge， 1［級タ イ プ 群，　 III級 タ イ プ 群 の各群内

に お い て IIIA，　 IIIB，　 IIIC ・IVA の い ず れ の 時期 に も

AP ｛ndex に 有意差 は認 め られ な か っ た ，ま た．　 IIIA，

III　B ，　 IIIC ・IVA の ど の 期間に お い て も III級 タ イ プ 群

の AP 　index 値 が 小 さ く，　 III級タ イプ 群 の 下顎 頭 は 最

一「
lIIA期 IIIB期 llIC・IVA 期

1級 タイ プ 群 8％ 2〔1％ 30％ （1例）

1級 タ イ プ 群 50％ 54％ （1例 ） 62％（2例）

m 級 タ イプ 群 o％i− L璽＿
5％

（）内は軽 度 の 関節雑 音の 発症 者数

も前方 位 を とっ て お り．逆 に II級 タ イ プ 群 の 　AP

index 値 は 3期 の い ず れ に お い て も大 き く，下顎頭 は

後方位を示 した ．

　 2 ．
．
ド顎 頭 の 後方偏位 （P 群） の 頻度 と関節雑音 の

発症 者 数 （表 5 ）

　下顎 頭 の 後方偏位 （片側性 も含 む ） は 1級 タ イ プ群

は ，IIIA期，　IIIB期 ．　IIIC・IVA 期 に お い て 8％，20％，

30％ で ，［II級 タ イ プ 群 は ，0 ％，0 ％．5％ で あ っ た ，

こ れ に 対 し て II級 タ イ プ 群 は，50％，54％，62％ とIII

A 期 か らほ ぼ 半数 が
．
ド顎 頭 の 後方偏位 を 有 し．また 増

齢的 に 増加 の 傾向 に あ っ た ，

　また ， 自覚症状 は み ら れな か っ た が，顎関節 の 触診

に よ る他覚的所見 に よ P関節雑音 を有 して い た も の は

2Dl名中 4 名 で ，す べ て P 群 に属 し て お り 1級タ イ プ

群 に 工名 ，II級タ イプ 群 に 3 名 で あ っ た．

　 3．II級 タ イプ群 に お け る P 群 とA 群 の 資料数 と顎

態 の 比較 （表 6， 7）

　 こ こ で，顎 関節症 を起 こ しや す い と考 え られ る II級

タ イ プ群で あ っ て も，下顎頭 が前方位 に あ るA 群 が 少

な くな い の で ，A ・P 両群 の 顎 態的特徴 を知 る た め に

両 群 の 比較検討 を行 な っ た．

　 1 ） II級 タ イプ 群 の 咬合発育段階別 に あ け る A 群

P 群 の 顎 態 の 比 較
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表 611 級 タ イプ群 に おけ る咬 合 発 育段 階別の P 群 とA 群の セ フ ァ ロ グ ラ ム 所見の 比較

咬合発 育段階 IiIA IIIB　　　　　　　　　　　　　　 IHC ・IVA

下 顎 部位の 分 類 P 群 （N ＝10） A 群 （N ＝10＞ P群 （N ＝13） A 群 （N ＝11） P 群 〔N − 11） A 群 （N ＝18）

AP 　index 1，31（0．28＞栂 （1．80（0，10） 1．31（0．24）
糧 D，77（0．13） 1．43 （〔L26）

獅
0，81（0．13）

ANB 　 C ） 6．5（2．7）　　　　　　　6 ．8 （1．6） 6．4 （1、7） 6，0（2，2） 6、2（1．5） 5，9（1，7）
SNB 　C ） 75．3（3．6） 78．8（1，8） 77、1（3．6） 76．4（2．9） 76．3（2，7） 76．1（1、7）

L一ユ tO　Inand ．　O93 ，  （5，6） 97．7（5．2） 98．8（6 ．6） 97 ，1 （4．6） 94．6（7．0）§ 99．8（6．8）

Mand．　C ） 30，6（5．8） 27．5（3．3） 27．〔〕（5 ．0） 26 ．1 （3．5） 28．4（5．6）＊

§ 23．3（4．4）

Golllal　 C ） 129 ．7（4．5） 125．1（4，3） 123．3（8．9） 121．9（5．8） 125．8（7．8）＊

§ ll9．7（5．4＞

Lower　facial　h （つ 48、2（4．6） 46，7（2．9） 哩6．6（3，2） 48．8（3．5） 47 ，2（4 ．6）§ 43．3（4．7）

NMe （mm ） Il2．4（4．7） ll1 ．2 （2．4） 114．O（5，3） 115．9（5．3） 120，3（6．7） § ll6．0（2．5）

AF−ptm
’
（mm ） 46 ，2 （2 ．0） 47．1（2，6） 47．1（2．7） 46．5（2．6） 48．ユ（1 ．7）

＊
§ 49 ．9（25 ）

PogLGo （mm ） 66．3（3．D 67，7（3．3＞ 70，1（4，2） 70．6（2．3） 72．5（3．5）
　　　一 ．−
73．2（3．4）

Ii−1ゴ （mm ） 41．6（2．3） 40，4 （2．9） 42．4（2，3） 42．4（2．4） 43，8（3．0） § 41 ．8 （3．5）

N −S！NMe （mln ） 0．59（0．〔｝3） 0，60（0．03） 0．57（0．02） 〔〕．58ω．02） 0，56（0．03）
＊
§ 〔L59 （0，〔｝3）

（IIIC。IVA 期 の み に顎 態 的特徴の 差 異 が み られ た ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 significance 　
木

： P ＜ 〔｝．05，＊＊ P く 0．Ol §：AP 　index との 相 関 あ り （）＝ S．　D ．

表 711 級 タイ プ群 の 各 期 に お け る過 蓋 咬 合を呈 す る者の 頻度 （％） と例数 それ らの

　　 内の A ・P 群の 頻度 と例数

iIIA期 （20） IIIB期 （24） IIIC・IVA 期 （29）

過蓋 咬 合 70％ （14） 45．8％ （n ） 70％ （20）

過 蓋 咬 合 の A 群 42．9％ （6） 27．3％ （3） 30％ （6）

過 蓋 咬合 の P 群 57，1％ （8） 72．7％　　（8）　　　　　　　　　　70％　　（14）

（）＝例 数

　 表 6 で み られ る よ う に IIIA期，　 IIIB期 に は P 群 と A

群 に 顎態的特徴の差 は み られ な か っ た が ，IIIC ・IVA

期 に な る と 11計測項 目の 内，
6 項目に 有意差 が み られ

た．

　 2 ）IIIC ・IVA 期 に お け る角度的計測 の 比較

　 L ・下顎骨 の 前後的位置関係を 示 す ANB は，　 P 群

は 6．2，A 群 は 5．9 で 両者 に は 有意差 は み ら れ ず，
SNB に お い て も有意差 は み ら れな か っ た．しか し，
mandibular 　plane　 angle

，
　gonial　ang ］e，］ower 　facial

heightは 有意差 を も っ て P 群 が 大 き な値 を 示 した．こ

の 3項 目 と AP 　index との 相関 は r ＝0．52，　 r ＝0．53，
r ＝  ．47 と P 〈 0．05，P く 0．（）1，　 P く 0．D5 レ ベ ル で 有

意な正 の 相関 が み られ た．ま た，Llto 　 mandibular

plane　angle に お い て は，両群 の 間 に 有意差 は み られ な

か っ た が，AP 　index と の 間 に は r ＝一
  ．38，　 P ＜ 0，05

で 負 の 相関が み ら れ，下 顎 頭 が後方位 を示 す に つ れ て

ド顎前歯 は 舌側傾斜傾向 を もつ こ とが わ か っ た，

　 3 ） IIIC ・IVA 期 に お け る距離 的 計 測 ・
構成 比 率 の

比 較

　上 顎骨 の 前後径 を 示 す A ’−ptm
’
に お い て ，　 P群 は A

群 よ り有 意 差 を も っ て 小 さ な 値を 示 した が
， ド顎骨体

の 前後径 を示 す Pog
’−Go の 値 に は 有意差 は み られ な

か っ た．また ，顔面 高 （N −Me ）と下顎前歯の 垂 直的位

置 （Ii−li
・’
） に お い て も両群 の 間に有意差 は み ら れ な

か っ た が，AP 　index との 間 に は それぞれ r ＝0．4L
r ＝0．38 と P 〈 0， 5，P 〈 O．OJ「 で 正 の 相 関 が み ら れ

た．構成比率 N −S／NMe に お い て は P 群は有意 に 小

さ な 値 を示 し た．

　 4）過蓋咬合者の 頻度の 比較 （表 7 ）

　上顎前歯が 下顎 前歯を半分以 上 被 蓋 して い る もの を

過蓋咬合 と規定 し，P 群 とA 群 の 比較 を 行 な い ，下 顎

頭位 と 過 蓋 咬合 の 間 に 関連 が あ る か ど う か を 調 査 し

た．

　IIIA期，　 IIIB期，　 IIIC・IVA 期 に お い て 過 蓋 咬 合 を

有した もの は そ れ ぞ れ 70％ （14名），45．8％ （11名），

70％ （20名 〉 で あ っ た．そ の 中で ，A 群 は ，　 IIIA期，

III　B 期，　III　C ・IVA 期 に お い て そ れ ぞ れ 42．9％（6名），

27．3％ （3 名），30％ （6 名）で あ っ た の に 対 し P 群 は

57．1％ （8 名），72．3％ （8 名），70％ （14 名）で 各咬

合発育段階 に お い て A 群 よ り高 い 頻度 を示 した．
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考 察

1 ．下顎頭の 後方偏位と顎関節症 に つ い て

　下 顎 頭 の 偏 位 は 顎 関節症 の 発 症 の 大 き な 要因 と 考 え

ら れ て い る．Hansson ら
／a1 ）

は X 線所 見に よ る 下顎頭位

の 統計的研究 の 中 で ，「顎関節 症 患 者 の 506関 節 の う

ち ，下顎 頭 の 後 方 位 が 250例 （49，4％），中間位 が 126

例 （24．9％〉， 前方位が 81 例 （16．0％），そ の 他 の 上 方

位 ・ド方位 が 49 例 （9 ，7％）」 と述 べ ，Weinberg ら
7〕

は 「後方位 が 54％，中心位が 12％，前方位が 27％，そ

の 他が 6 ％で あ っ た こ とか ら顎 関節症患者で は下顎頭

が後方位 を示 す もの が 多 い 」 と報告 して い る
］“7 ）．

　近年，杉崎 ら
32 ’331

は 「下顎頭 の 後方偏位に よ り円板部

組織 を圧迫 した と して も，同部 は血 管や 粗 な結合組織

で あ り，被圧縮性 は非常に高く，わ ずか な 圧迫で 円板

が 偏位 す る と は考 え に くい こ と，ま た 過去 に お い て は

外側翼突起 の 過緊張 に よ っ て 関節「
1J
板が 前方 に 牽引さ

れ る と考 え られ て い た が ，解剖学的 に外側翼突起筋上

顎 は 関節円板 と下顎頭 の 翼突起窩 に 停止 して い る こ と

か ら，こ の 考 え 方 に は 疑問が あ る」 と解剖学観点 か ら

述 べ て い る ．し か し，実際 の 臨床に お い て は顎関節症

の 患者 は 関節円板の 前方転位 が 多 い
34・35 ｝が ゆ えに ．今

後 さ ら に 下顎 頭 位 と関 節 円 板 の 転位 と の 関連 調査が 必

要 で あ る．

　 ま た ，若年性顎関節 症 の 要 因 を 考 え る と き に は成長

発育 を 無視 し て 考 え る こ とは で きな い ，こ れ まで の 顎

関節症 に 関す る 文献は顎関節症 が発症 し て か らの もの

が ほ とん どで あ り，成長発 育段階 に お け る 顎関節症 の

潜在的要因 に つ い て の 報告 は 見当 ら な い ．

　今回の 年少者 を対象 と す る研究で 関節雑音 を もつ も

の は 201人 中僅 か に 4 人 で あ っ た が ，そ れ らの 下顎頭

位 は す べ て 後方位 を と っ て い た，こ の こ とよ り， 下顎

頭 の 後方偏位 は 関節雑 音の 発現 と無関係 と は 言 い 難

い ，

H ．不正 咬合 と顎関節症

　 1，不正咬合 の 分類別頻度

　 峰野 ら
36 ）

の 報告 に よ る と 「顎 関節症患者 （11〜20歳，

54 名）の う ち，不 正 咬合の 保有率 は 90．7％ と 多 く，そ

の う ち．ヒ顎前突者 が 29．6％，叢生が 53，7％ を占め て い

た 」 と述 べ て い る．ま た ，LNTilliamson”7）
は 「矯正治療

開始前の 患者で ， 6〜16歳 （304名）の 35．2％ に 顎関

節 症 状 が み られ ， 1 級群 （57．9％）が 最 も多 く，次 に

II級群 （36．4％），　 m 級群 （5．6％）の 順 で あ っ た．」 と

述 べ て い る ．こ れ に 対 して ，ア ン グ ル 分 類 別 の タ イ プ

問の 顎 関節 症 の 発 現率に は有意差 は み られ な か っ た と

い う報告
3s ・39 ）

もあ り，ど の よ うな タ イ プ の 不 正 咬 合 に

顎関節症 が 発現 しや す い か と い う点 に 関 し て は統
一

的

な 結論が 出 て い な い とい うの が 現状で あ る
4 °’1］）

．

　 2．II級タ イ プ 群 の 下顎骨 の 後方偏位 と過 蓋 咬 合

　 工1級 タ イ プ群 の AP 　index は どの 時期 で も他 の タ イ

プ群 と有意差 を も っ て 大 き な値を示 し，後方位 を とる

頻度 も多か っ た （表 5）．さ らに ，II級 タ イプ群 で は 自

覚症状は み られ なか っ た が 1 触診 に よ り関節雑音が 認

め られ る もの が 3名 あ り，そ の い ずれ もが P群 で あ っ

た．

　 さ ら に ，過蓋咬合
｛2）

もまた 顎関節症 を引 き起 こ す 要

因 の 1 つ と し て あ げ ら れ て お り，で あ り，William−

son
／iT 〕

は 「顎 関節症 の 17．2％が 開咬で ，54，2％ が 過蓋

咬合 で あ っ た 」 と 報 告 して い る．今 回 の 調査 で も，各

時期 に お い て P 群 は A 群 よ る 過 蓋 咬合 を有す る もの が

多 く （表 7 ），軽度 の 顎 関節症 を発 症 して い た 4 名 （1

級 タ イ プ 群 1 例，II級 タ イ プ 群 一．3例） は 全員 P 群 で

過 蓋 咬合者で あ っ た．

　 ま た，能見 ら
43 ）

は 「顎関節症群 の 咬頭嵌合 位 は機 能 的

に 前歯部 の 咬合干渉等 に よ り規制 さ れ て い る と い う特

徴 が あ り，こ れ が 顎関節症 の 1 つ の 要因 で ある 」 と 述

べ て い る．

　 した が っ て ．II級 タ イ プ群 で 下顎頭 の 後方偏 位 を伴

う過蓋咬合 で ，前歯部 の 咬合干渉 を有す る もの は顎関

節症 の 発症 の危険性が 高い と推定 さ れ る．

　 II級タ イ プ 群 で は，　 IIIA期 に お い て 下顎頭 が 後方位

を と っ て い る もの が 50％ も み られ ，IIIB期，　 IIIC・IV

A 期 に な る に つ れ て有意差は み ら れ な い もの の 後方位

を と る も の の 頻度は増加 の 傾向 に あ っ た．そ の II級 タ

イ プ群 の 中で も後方位群 の 多 くは 過蓋咬合者が 多か っ

た （表 7 ）．こ れ らの こ と を推察 す る とそ の 下顎頭 の 後

方偏位 の 要因 の 1 つ と して，上顎前歯舌面 と F顎前歯

の 早期接 触 に よ D，下顎骨 の 成長発育期 に お け る ド リ

フ トが 障害 を受 け，そ の 結果，下顎骨 が さ ら に 機能的

に 後方位 を 強 い られ て い る もの と考 え ら れ，成 長 と と

も に 顎関節 に 何 ら か の 障害 を 引 き起 こ す 可能性 も窺 わ

れ た．
III．下顎頭 の 後方偏位群 （P 群 ） の 顎 態的 特徴 と 顎関

　　節症 との 関連

　 咬合発育段階別 （表 2 ） に お け る A 群 と P群 の 比 較

に お い て，P 群 の 下顎骨 （Pog
’−Go ）は IIIA・111B期 で

は有意差 は ない もの の ，どの 咬合発育段階に お い て も

下顎骨 は 小 さ い 傾向が あ り ，
facial　angle は IIIA，　 III

C ・IVA 期 で は有意 に 小 さ く下顎 の 遠心位傾向 が み ら

れ た，しか し，そ れ ら を II級 タ イ プ 群内の 比較 （表 6）

で み る と A 群 と P 群 の 下顎 骨 の 大 き さ と位置 に お い て

は そ の 差 は 認 め ら れ な か っ た が，IIIC ・【VA 期 に は

mandibular 　 plane　 angle お よ び 下顎角 は有意 に 大 き

くなっ て お り，下顎骨 の 後下方へ の 同 転 が 認 め られ た．

調査 の 年齢層が 異 な る が 顎関節症患者 の 顎態的特徴 を

調査 し，森主 ら
44 〕

（4D名 ：平均 15y8m＞ や Dibbets ”5，

（165名 ：平均 工2y6m） ら の 報告 で もIIIC・IVA 期 （表

2 ＞ と 同様 に 下 顎 骨 が 小 さ い こ と と 下顎角 の 開大，お

よ び class 　II不 正 咬合 の 形態的特徴 を あ げて い る．し

た が っ て ，若年期 か ら み ら れ る 下 顎 頭 の 後方偏位 は，

将来，顎関節症 の 発 症 の 前 駆 症 状 の 1 っ で あ る こ と は
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示唆 さ れ る．しか し，不正咬合別 に 分類 した II級タ イ

プ群 の 下顎骨 は小 さ く， こ れ は class 　II の 形態的特徴
の 1 つ で ある こ と，また ，A 群 と P 群 の 問 に そ の 有意

差 が 見 られ な か っ た こ と か ら も，下顎 骨 の 大 き さ は顎

関節症 の 形態的特徴 と し て 結 びっ け る こ と は で き な

か っ た．

　 土 佐
1］）は 「顎機能異常 を誘 発 し や す い 特定 の 不正 咬

合 が い くつ か あ る とい うこ とで は な く，不 正 咬合別 に

そ れ ぞ れ 生 じ や す い 咬合異常 が 存在 し，そ れ らが 発症

因子 と な り顎機能 異 常を誘発 す る 」 と述 べ て い る．言

換 え れ ば，咬合干 渉 な ど顎 態 と して 捕 ら え に くい 種 々

の 咬合異常に よ っ て 引 き起 こ され る こ とが 多 い こ とを

意味 し て い る と考 え られ る ．しか し，そ の 研究 は ， 顎

機能異常 の 発 症因 子 の 1 つ と考 え られ る 下顎頭 の 後方

偏 位 を不正 咬合別 に 比較 す る まで に は 至 っ て い な い ，

　 下 顎 頭 の 前 後 的 位置 か らみ る と （表 4 ） II級 タ イ プ

群 は 1 級 タ イ プ 群 お よ び III級 タ イ プ群 と比較 し て有意

に 後方位 に ある が
， そ の II級 タ イプ群 の 比較 （表 6 ）

に お い て は A 群 と P 群 に お け る 下顎骨 の 位置 と大 きさ

に お い て は 両者 に 有意差 は み られ な か っ た ，しか し，
IIIC ・IVA 期 に お い て の み ，　 P 群 はA 群 よ り上 顎 骨 の

前後径が 短 く下顎骨 が開大 して い た．こ の 所見 は 古 田

ら
46）

の 顎関節症患者 （29名 ：平均 17ylm ）の 中 の class

II群の 所見 と年齢 の 違 い は あ る もの の
一

致 し て い た．
こ の こ とか ら claSS 　II群 に お け る下顎頭 の 後方偏位 は

顎関節症 の 大 き な前駆所見 の 1 つ と して 考 え る こ と が

で き る．

　 今 回 の 研 究 結果 か ら そ の 明 ら か に な っ た 特徴 と し

て，下顎頭 の 後方偏位量 と，顔面高 と 下 顎 前歯 の 垂 直

的位置 と に 正 の 相関 が あ り，また 下顎前歯傾斜角 の 間

に 負の 相 関 が み ら れ ，過蓋 咬 合 が 多か っ た こ と が わ

か っ た．

　 そ こ で class 　II群 の 顎態的特徴 を経年的 に 考察す る

と，早期 か ら下顎 が 後方位に あ り，過蓋咬合 を伴 う も

の は，そ の 後 の 下顎骨 の 前方成長 に よ る ド リ フ トの た

め 下顎前歯 と上顎前歯 の 舌面 に よ る早期接触に よ り障

害 を受 け易 く，そ の 結果，下顎 の 成長方向に 変化が 起

こ り，下顎が 下方 に 同転が起こ る可能性 が あ る．特 に

lIIC・IVA 期 の 思春期初期 に は 下顔面高が 増加 す る要

因 と もな り う る．そ の う え，さ らに 下顎前歯が 早期接

触 に より舌側傾斜 が 生 じ や す くな り，また下顎骨 の 前

方へ の ドリ フ トが 妨 げ られ た結果，そ の 代償 と し て 下

顎 骨 が 後方位を強 い られ，下顎頭 の 後方偏位を さ ら に

生 じ る と考え る こ と もで き る．臨床的 に は第二 大 臼歯
の 萌出

36 ♪
に 伴 う対咬歯との 咬 合干渉 な ど が 加 わ る こ と

に よ っ て 顎関節症 の 発症 の 叮 能性が高ま る と い え る ．・

　 した が っ て ，下顎頭 の 後方偏位 が み られ る場 合 は，
小児 の 正常 な 顎発育を コ ン ト ロ

ー
ル す る た め に，ま た

将来発症 す る 可能性 の あ る 顎 関節症 を予防す る 意味 に

お い て も，早期治療 の 必 要性
‘7 −5c ］）

が あ ろ う．
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　 稿 を終 え る に あ た ＋）　
T 終始 ご懇篤な る ご指導，ご校 閲 を

賜 わ りま した愛 知 学 院大 学歯学部歯科矯正 学講座飯塚 哲夫

教授 に 深 く謝意 を表 し ます．

　 また，本研究 を行 うに あた り，惜 しみ な い ご協 力 を賜 わ

りました 当講 座 宮 島邦影講師お よ び 池森 由幸 先 生 に 慎 ん で

深謝い た し ま す，

　本研究 の
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部 は，平成 4 年度 文部 省 科 学 研 究 費 （一般 研

究 C ・04671277） の補助 を受 け て 行 っ た，

　な お ，本 論文 の
一一
部 は，IADR 工2th 　International　Con ．

ference〔m 　Ora】Biology （1992　Ju［y　66 ，　Edinburgh）．第

51 回 日本 矯 正 歯科 学 会 （1992 年 1〔｝月 ， 大宮） に お い て 発

表 した，

文 献

　1）住円修 巳，尾崎裕 司，古 谷 昌昭 ， 丸山剛郎 ：顎 口

　　 腔系機能異常 に お け る顎関節 に関 す る X 線的研究

　　 第 2 報　顆 頭位 に つ い て ，補 綴 誌 28 ：73−80．
　 　 ユ984．

　2）石川　忠，小林義典 ：顎関節部側 方位 X 線規格写

　　 真に よ る顆頭位 の 診断 に 関 す る 臨床的研究，歯学

　　 72 ：493−540，　ユ984．

　3） Hansson，　G ．，　Hansson，　T ．　and 　Peterson ，　A ．：A

　　 comparison 　 between　 clinical 　 and 　radiologic

　　 findings　ln　259　temporomandibular 　joint
　　 patients ，　J　Prosthet　Dent 　50 ：89−94，1983．
4）Weinberg，　L．　A ．：Correlation　of 　ten〕poroman −

　　 dibular　Clysfunctien、vith 　radiographic 　finding，　J
　　 Prosthet　Dent 　28 ：519−539，1972．

5）Weinberg，　L ．　A ，：The 　role 　of　condylar 　position
　　 in　TMJ 　dysfunction　pain　syndrome ，　J　Prosthet
　 　 Dent 　41 ：636−643，1979．

6）Weinberg ，　 L．　A ．　and 　Lager，　L ：Clinical　 report

　　 olユ the　etiology 　and 　diagnosis　of　TMJ 　dysfunc−

　　tion−pain　syndreme ，　 J　 Prosthet　Dent 　44 ：642−

　　 653，1980．

7） Weinberg，　L．　A ．　and 　Chastain，　J．K ．：New 　TMJ

　　 clinical 　date　and 　implication　on 　diagnosis　 and

　　treatment ，　 J　 Am 　Dent　 Assoc　120 ：305．311，
　 　 1990．

8）中島久仁子，松尾浩
一，寺 田 善博，他 ：作業側 コ

　　 ン タ ク トが 咀嚼筋に 及 ぼ す影響 に つ い て ．日顎誌

　 　 5 ：46−57，1993．

9）不島健持，秋元　進，佐藤 貞 雄．他 ：下 顎 側方偏

　　位症例の 形態的特徴 お よ び顎関節症状 の 発 現 一正

　　貌 頭 部 X 線規格写真 に よ る 分析
一，日矯歯誌 481

　 　 322−328，　1989．

10） 丸 山剛郎 ：顎 口 腔系機能障害に お け る下顎位 の 分

　　析 に 関 す る研究，補綴誌 25 ：423−426，1981．
ユ1）土佐博 之 ，今井　徹 中村進治，他 1 不正咬合者

　　に お け る 顎機能異常発現 に 関す る 臨床的研究，日

　　矯歯誌 49 ：341−351，1990．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

630 　　日矯 歯誌　53 （6）：621 〜631 ．1994

12）中村昭二 ，岩 田敏男，谷田耕造，他 ：骨格性下顎

　　前突 に 付 随す る 開 口 障害．日顎 誌 1 ：151−161，

　　1989．

13）中村昭二 ：成長期 に お け る顎関節症
一そ の 1．病

　　的咬合 に 関与 す る 因 子 とそ の 記号化
一，顎 頭蓋誌

　　 2　：33−38，　1989．

14）小倉　壽 ： X 線断層撮影法 に よ る顎関節症 の 診断

　　に 関す る研究
一

顎関節空隙 の 三 次元的計測
一，歯

　　放 24 ：8199 ，1984．

15） Bengt　Mohlin　 and 　 B．　Thilandar：The　impor−

　　tance 　 of 　relati 〔｝nship 　between 　malocclusi 〔m 　and

　　 mandibular 　dysfunction　some 　 cliIlical　 apPlica ．

　　 tions 　il／ adults ，　Eur 　J　Orthod 　6 ： 192−204，1984．

16）Roberts，　D ．　B ．194　Phil，　M ．：The　etio ］ogy 〔〕f　the

　　temporomandibular 　joint　dysfunction　syn −

　　drome
，
　 Am 　J　Orthod　Dentofacial　Orthop 　66 ：

　　 499　515，1974．

17）Roth，　R ．　IL ：
’
i
’
emporomandibular 　Pain　Dysfun−

　　 ction 　and 　Occlusal　Relationships．　Am 　J　Orthod

　　 Derltofacial　Orthop　43 ：136−153，1973．

18）真柳秀昭 ：乳歯列期 に お け る不 正 咬合，

’
歯界展望

　　 63　：ユ441．145〔｝，　1984．
19）小野芳明，三 輪全 三 ，小野博志，他 ：幼児 の 顎 関

　　節症 の 二 症例，『顎誌 1 ：81 −93，1989，

20）中村昭二 ：若年者の 下顎骨側 方偏位に よ る咀嚼筋

　　圧 痛 を早期矯 正 治療に よ り軽減 し た 2症例，愛院

　　大歯誌 26 ：783−793，1988．

21）茂木悦 子，宮 崎 晴 代，瀬端 正 之，他 ：顎機能異 常

　　 に つ い て の 矯正 学的研究
一

第 1 報，小 学，中学，

　　高校 生 の 疫学的調 査
一，日矯 歯誌 47 ：579−589，

　 　 1988．

22）宮崎晴代，茂木悦 子，瀬端 正 之 ，他 ：顎 機能 異 常

　　 に つ い て の 矯 正 学的研究
一
第 2報。矯 正 治 療患者

　　 に お け る 臨 床 調 査 一一，凵 矯歯誌 47 ：590−60e，

　 　 工988．

23） 小松賢
一，高地義孝，高地智子，他 ：顎関節症 の

　　 臨床統計的観察、目顎誌 5 ：89−100，1993．

24）Katzberg，
　R ．　W ，

，
　Keith．　D．　A ．，　Ten 　Eick ，　W ．　R ．

　　 and 　 Guralnick，　 W ．　C．：Internal　 derangements

　　 of 　the　assessment 　of　condylarposition 　in　centric

　　 occlusion ．　J　Pros −thet　Dent　49 ：25025 ，1983．

25）中Jr1皓文，石 田伸男，河 田 照茂，他 ；顎関節側方

　　 位 X 線規格撮影 に お け る撮影術式 の 安定化 と再現

　　 性に つ い て ，阪大歯学誌 18 ：23−33，1973．

26）平 田 周三 ；顎関節 の X 線学研究
一

顎関節側斜位撮

　　 影法 に よ り得 られ た X 線像 の 分析
一，九州歯会誌

　 　 32　：374−392，　1978，

27） 山 内哲義．中村公雄，下総高次，他 ：顎関節側方

　　 X 線規格写真 に よ る顆 頭 位 の 分 析方法 に つ い て ，

　　 補綴誌 20　；55−68，　1976．

28）金森敏利 ， 田 中久敏 守屋光孝．他 ：正 常有歯 顎

　　者 の 咬頭嵌合位 に お け る顆 頭 位一X 線学的検討

　　補綴臨床 20 ：488−496
，

1987．

29）菅沼 岳史，船登雅彦，新谷昭幸，他 ：顆頭 偏位 の

　　 X 線 写真 に よ る 解析，補 綴 臨床 23 ： 109−111，

　 　 1990，

30）Weingerg ，　L．　A ．：An 　evaluation 　of　duplicabHity

　　Qf 　 temporomandibular 　 joint　 radiographs
，
　 J

　　 Prosthet　Dent　24 ：512−541，1970．

31） Hansson，　G ．　and 　Petersson ，　A．：Radiography　of

　　the　temporomanclibular　joint　 using 　the　trans−

　　pharyngeal 　prQjcction ，　Dentomaxillofac　Radic〕1

　　 7　：69−78，1978，

32）杉崎 正 志 ：顎 関節症発症 に 関す る性差，年齢差 な

　　 ら び に 局 所因子 に つ い て （3 ・完），日本歯科評 論

　 　 580 ：　139 ．16｛〕，　1991．

33）杉崎 正 志，小守英
一
，中沢 正博，他 ：頚頭蓋法 に

　　 よ る 外側翼突 筋 の 解剖 学 的 観察 な ら びに 文献的考

　　察，　日 「コタ卞誌，　32　： 718　730，　1986．

34）小林 　馨，沢 井清治，山本　昭，他 ：顎 関節 FbJ板

　　側方転位 の 発現頻度 お よ び MR 画 像所 見 と 臨床

　　 症状，日顎誌 3 ： 114−122，1991．

35）外 山正 彦，栗 田 賢
一，他 ：片側 に 顎関節症 症 状 を

　　訴 え た 患者 の 両側 MRI 所見
一
関節円板前方転位

　　 に つ い て
一，口顎誌 4 ：99108 ，

1992．

36）峰野泰久，田 口 　望 ， 金 田敏郎，他 ：若年発症顎

　　 関節症 の 歯科学的研究
一

咬合 お よ び 咬合素材 に 関

　　 す る研究，日LI外誌 32 ：1908−1916．1986．

37） Williamson ，　 E ．　H ．： Temporomandibular

　　 dysfunction　in　pretreatment 　adolescent 　patient，

　　 Am 　J　Orthod　Dentefacial　Orthop　72 ： 429−433，

　 　 1977．

38）F．M ．　 Bush ；Malocclusio11，　 Masticatory　Mus −

　　 cle ，　 and 　Temporomandib しllar　Joint　tetiderness、

　　 JDent 　Res　64 ：129−128，1985．

39） M 、A ．　Lieberman，　E．　Gazit，　C．　Fuchs，　 and 　 P．

　　 Lilos：Mandibular 　dysfunction　in　10　18　year

　　 old 　sch 〔〕ol　chi ］dren　as 　related 　t〔⊃ morpho ］ogical

　　 rnalocclusion ，　Oral　Rehabi ］12 ：2〔｝9−214，1985．

4D）1．　Egermark −Eriksson ，　G ．　E．　 Carlsson　 and 　 B ．

　　 Thi 】anda8 ：A 　Iongitudinal　study 　 on 　mal ・

　　 occlusion 　in　relation 　to　signs 　and 　symPtOllls 　of

　　 cranio
−mandibular 　 disorders　 in　 chi 】dren　 and

　　 adolescents ，　Eur　J　Orthod 　I2 ：399−407，1990．

4D 　 Bengt　M （：｝hlin，　B．　Ingervall　and 　B．　Thilanda8 ：

　　 Relation　between　malocclusion 　and 　mandibular

　　 dysfunction　inswedish　mell ，　Eur　J　Orthod　2 ：

　 　 229−238，1980．

42）Raymond ，　 J．L．；Relation　of　o⊂clusion 　to

　　 temporomandibular 　joint　dysfunction：The

　　 prothodontic　viewp （）int，　J　Am 　Dent　Ass 〔」c　79 ：

　 　 145−146，1969．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

小児の 下顎 頭の 前畿的位置 と顎態 との 関連 に っ い て　　631

43）能見好彦，大辻徹也，伊藤学而，他 ：顎関節症症

　　状 を伴 っ た 矯 正 患者 に み られ た 咬合の 特徴 ，日矯

　　歯詫志46 ：696−707，　1987．
44）森 主宜延 大 野 秀夫，小 椋 正，他 ：思春期 に お

　　 け る 顎関節症患者 の 咬 合 状 態 と顎 顔 面 形 態 に つ い

　　 て の 研究，小児誌歯 25 ；314322，1987．
45）Dibbets，　L ．：Symptoms 　of　TMJ 　dysfunction；
　　 Illdicat｛〕r　c）f　growth 　pattern ？，　J　Pedod 　9 ：265−

　 　 284，1985．

46） 古 出　浩，桑原未代子，岡　　達，若年発 症 顎 関

　　節症 の 臨床研究一
本症患者 の 顎顔面頭蓋 の 形態 に

　　関 す る 検討
一，日 口 外誌 33 ：257−263，1987、

47）中村昭 二 ，飯塚哲夫 ：矯 正 治療 と顎 関節症．歯界

　　展望 71　：806，　1988．

48） Michael　 Janson　and 　asbjorn 　Ilasund：Func一

　　tional 　problems 　hl　 orthodontic 　patients 　 out 　 of

　　 retentic ）ll，　Eur 　J　Orthod ：173−179，1981．

49＞ M ．Olsson　alld 　B ．　Lindqvist ：Mandibular 　func−

　　tion　before　orthodontic 　treatment ，　Eur 　J　Orthod

　　 14　：61−68，1992．

50）Ricketts，　 R ．　M ，：ABNORMAL 　FUNCTION

　　OF 　THE 　TEMPOROMANDIBULAR 　JOINT，

　　Am 　J　Orthod　Dentofacial　Orthop　41 ： 435−441，
　 　 1955．

主 任 ：飯 塚 哲 夫 教 授 1994年 6 月 20 冂 受 付

連絡先 ：中 村 昭 二

　　　 愛 知 学 院 大学歯学 部歯科 矯 正 学講 座

　　　　〒 464　名古 屋 市 F種 区末盛 通 り 2−11

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


